
 

済美高等学校 
校 長 郷 峰男 

住所 岐阜市正法寺町３３ 電話 058－271－0345 

 

１ 会の名称 済美高等学校学校評議員会（第２回） 

 

２ 会の構成 評議員 藤沢 昭男 厚見自治会連合会長 

後藤 勇 厚見中学校校長 

小川 克正 中部学院大学副学長 

田邉 博臣 済美高等学校ＰＴＡ会長 

藤  良寛 弁護士 

学校側 郷  峰男 校長 

吉田 洋造 副校長 

山本 俊樹 教頭 

酒井 寛 入試広報主事 

南谷 義光 男女共学部主事 

西島 麻里子 宗教主事 

早川 信彦 教務主任 

渡辺 龍一 生徒指導主事 

 

３ 学校評議員の職務 

校長の求めに応じて、学校運営について意見を述べる。 

（済美高等学校学校評議員会規程第 1 条第 2 項） 

 

４ 会の開催 ・日時 ２００８年９月１７日（水）午前８時３０分から午前１１時まで 

・場所 本校小会議室 

・出席者 学校評議員３名と学校教職員７名 

 

５ 会の概要 

（１）校長挨拶 

 ・挨拶と御礼 

 ・第１回評議員会からの改善点について 

 ・宗教教育を中心とした重点事項について 

 ・教職員、生徒、保護者のアンケート結果を見ていただき、中間評価をしていただきた 

  い 

 

（２）創立記念礼拝参観 

・説教 片桐多恵子 中部学院大学短期大学部学長 「神と人に愛されて」 

 

（３） 評議員会 

① 議事協議（同規程第８条） 

ア 本校の宗教教育について （西島宗教主事） 



イ 創立記念礼拝についての感想並びに宗教教育に関するご意見 

ウ 前期学校評価 

 

（４）校長御礼 

 ・御礼。 

 ・学校評議員の中立的な立場で評価をお願いしたい。 

 ・評価に当たっては、前回の授業見学、今回の創立記念礼拝を参観していただきましたの 

で、参考にしていただければと思います。 

 ・本校のありのままの姿を見ていただいておりますので、学校運営に活かすご意見をいた 

だければ幸いです。ご意見を活かして後期の学校教育を改善していきたい。 

 

 

 

ご意見 

 ・事前に配布されたアンケートを念頭において創立記念礼拝を参観させてもらったが、物音 

せず最後まで整然と行われたことに驚いた。 

 ・日ごろの先生の指導の成果ではないか。 

 ・開始前に壇上で先生が静かに聞いているようにと指導されていたのを見ると、いつもはも

う少し騒がしいのではないかと思いますが・・・。 

 ・両手を合わせてお祈りをする生徒の姿に感心した。 

・評価のものさしをどこにおけばよいのか。（教員については事前に校長より配布してある 

資料に基づいて自己評価をしたが、あまり参考にせず答えていたようだ。今回は中間評価

であるので自己評価・保護者アンケート・生徒アンケートそして外から見た済美高等学校

を参考にして評価してもらいたい。） 

 ・生徒のアンケートに厳しいものがある。ただ、この年代はマイナス部分を指摘する傾向に 

あり、自分自身を受け入れがたい年齢でもある。また、ホームルーム委員が答えているこ 

ともあり全体を眺めての厳しい意見になっているのではないか。 

 ・生徒のアンケートを見ると先生の役割が大きいことを感じる。 

 ・教科等生徒に関するアンケート結果については、真摯に受け止め今後改善するメッセージ 

を教職員に与えていきたい。（校長） 

 ・宗教的素地のない生徒たちをどのように育てて行くのかねらいをはっきりさせて指導に当 

たりたい。（校長） 


